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調整プレート

Ｚ金物または

275

設計・施工標準

役物+Pタイプ標準品（６３０×ｎ）

50以上

30以上　

50以上

30以上　

断面二次

Kg/m
品名

190

Ａタイプ

50以上50以上

120

　Z27

  　Z12

最小付着量表面処理 適用板厚使用材料

置きスラブ

Ｓ，ＳＲＣ，ＲＣ造

50

85

対象

板厚

（１）　質量および断面性能

役物断面・

・

・

・

梁　　

210210

ＳＦデッキ

（ＳＦＢ）

調整プレート
ＳＦデッキ

柱

ＳＦデッキ

調整プレート

（ＳＦＡ）

アングル

610

610630

３０以上

現場切断

ＳＦデッキ

柱

(SFZ)

50以上

デッキ受け
ＳＦデッキ

50以上

梁継手

ＳＦデッキ

現場切断 ＳＦデッキ受材

+
+

+
+

+ +
++

++++
++++柱

３０以上

30以上

ＳＦデッキ

アークスポット溶接
@900

30以上　

@210
アークスポット溶接

ＳＦデッキ

Ｚ金物

略号

(SFC)

(SFB)

(SFA)

Ｐタイプ（調整プレート）

Ｃタイプ

Ｂタイプ

Ａタイプ

端部形状

側面

断面

水ぬき孔水ぬき孔

210170

380 15

210190 210

15610

210 210

15

Ｓ造向け 型枠用デッキプレート

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

0.8

　SF08

　SF10

　SF12

　SF14

　SF16

KP-ES-T

　7.90

　9.80

11.7

13.6

15.4

5.89

12.5

15.6

18.6

21.6

24.4

10.1

120

150

180

206

232

12.2

18.7

24.4

29.4

34.4

39.3

9.8

単位 : mm

Ｚ金物またはアングル

Kg/m

（g/m ）

200

300

400

1.2

幅 板厚 t

質量 （Z12の場合）

適用

A

30

２３０以下にすること

むくり10mm程度

A(mm)

110

530

　斜梁用ＳＦデッキ受材（４．納まり例　I　参照）

(SFPR)

P2

P3

P4

1.2

1.6

（ＦＢ－32～50）

I（10 mm/m）2 4

以上以上

１．製品・材料 ３．施工手順

２．設計・資料

４．納まり例(S造）

（２）　使用材料

2

断面係数

備考
断面二次モーメントは全断面有効の値である。

断面係数は，有効幅（=50t）を考慮した値である。

（３）　形状寸法

製品長さ（ ～ ）

Ａ

Ｆ Ｇ

Ｂ Ｃ

Ｈ

Ｄ Ｅ

I

施　工　要　領項　目

１．計画

２．搬入・養生

３．敷き込み <S造>

項　目 施　工　要　領

４．切断・孔明け

５．その他

（１）断面応力およびたわみの算定

（２）許容スパン表算定条件

デッキ板厚 (mm)

許容支圧荷重 (N/m)

0.8

9,800

1.0

14,700

1.2

19,600

スパン）

－S造の場合－ －中間支保工を用いる場合－

(mm)

　（単位：ｍｍ）

＊SFについて、Z27をご希望の場合は予め御相談下さい。

ａ．断面応力の算定

　　フラットデッキに作用する最大曲げモーメント（Ｍ）

　　の算定式は下式による。

　　M = (1/8)･W･L　ｘ102 3 　(N･mm/m)

　　　　W：施工時の鉛直荷重　(N/m 2 )

　　　　L：スパン長さ　　　　(m)

　　断面応力（σ）の算定式は下式による。

　　σ = M / Zt　　(N/mm 2 )

　　　　M：最大曲げモーメント　(N･mm/m)

　　　　Zt：正曲げ用断面係数（有効幅考慮）(mm 3/m)

ｂ．たわみの算定

　　たわみ（δ）の算定式は下式による。

　　δ = (C･5･W･L　）/（384･E･I）ｘ104 9　(mm)

　　　　C：たわみ算定用係数(C=1.6)

　　　　E：鋼材のヤング係数(205,000N/mm )2

　　　　I：断面二次モーメント（全断面有効）(mm 4/m)

（１）許容応力度　　　　　　　　：fb=205N/mm

（２）たわみ許容値　　　　　　　：δa=1000･L/180+5.0mm

（３）たわみ算定用係数　　　　　：C=1.6

（４）断面係数（Ｚｔ）　　　　　：有効幅(50t)を考慮した値

（５）断面二次モーメント（Ｉ）　：全断面有効とした値

（６）作業荷重（Ｗ３）　　　　　：W3 = 1,470 又は2,450(N/m　)(「労働安全衛正規則」より)

ホッパーやバケット打設工法の場合

　※スパン（Ｌ）の取り方

δ≦δa

σ/fb≦1/α

110

4 3 3

Z（10 mm/m）

（１）ＳＦデッキにワイヤー傷、あて傷がつかないように、また、ＳＦデッキの
形状保持、防錆、安全に十分注意を払って搬入、養生する。

（２）鉄骨梁や型枠の上に仮置きする場合、過度の荷重がかからないように

分散配置し、また、梁から落下しないように十分養生する。

（６）ＳＦデッキ（標準品）と役物・調整プレートとの接合部は

ない場合は必要に応じて溶接する。

溶接は必要ないが、スパンが大きい場合や、デッキ相互の馴染みが良く

（５）ＳＦデッキ（標準品）相互の接合は差込み方式になるので通常の場合、

（４）ＳＦデッキをアークスポット溶接により梁へ接合する。

（３）割付図に従いＳＦデッキを不陸のないように敷込む。

（１）敷込み前に必ず梁上を清掃する。

（２）柱回り、梁接合部、梁段差部にてデッキ受け材が施工図通り取付けられ

ているか確認する。

切断する。

（３）スリーブ等の開口は原則箱抜き型枠とし、コンクリート硬化後にＳＦデッキを

（２）ＳＦデッキを切断する場合、下部作業の安全、他デッキ・梁等の養生に十分留

（１）切断はガス、プラズマ、電動のこ、グラインダー等を、また、孔明けはホール

ソ-、ドリル等を使用してＳＦデッキの材質・形状 を損なわないよう行う。

（２）デッキスパンが短くスラブが極厚の場合、デッキ端部の強度や中間サポー

トする場合の大引きに対するデッキリブ底面の支圧強度を事前に確認する。

（１）中間サポートをする場合、大引きがデッキのむくりを拘束しないよう設

改訂：2025年4月 

（１）工法、応力、たわみを確認し、割付図（施工図）を作成する。

（２）鉄骨や型枠の工程を十分考慮して施工計画を立てる。 

（施工時作業荷重1,470N/m ）単位：mm（ただし10mm単位で切捨て表示）

支持区分

施工状況の
種類

板厚（mm）
0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 0.8 1.0 1.2

2,610 2,870 3,040 3,160 3,270 4,370 4,900 4,900

2,540 2,830 2,990 3,110 3,220 4,150

2,480 2,790 2,940 3,060 3,170 3,950

2,420 2,750 2,900 3,020 3,130 3,770

2,370 2,700 2,860 2,980 3,080 3,600

2,320 2,640 2,820 2,940 3,040 3,450

2,270 2,590 2,790 2,900 3,010 3,310 4,900

2,230 2,540 2,750 2,870 2,970 3,180 4,750

2,180 2,490 2,720 2,830 2,940 3,060 4,570

2,000 2,290 2,500 2,690 2,790 2,570 3,850 4,900

1,860 2,120 2,330 2,510 2,660 2,220 3,330 4,420

S造のI類 S造のI類

許容スパン（mm）【中間支保工あり】許容スパン（mm）【中間支保工なし】

300

スラブ
厚さ

（mm）

250

200

160

170

180

190

120

130

140

150

2,150

2,980

2,750

3,140

2,940

【スラブ厚さ別許容スパン早見表】

※　詳細は、『床型枠用鋼製デッキプレート（フラットデッキ）設計施工指針・同解説』による。

普

3

4,900 4,900

4,900

4,900300

250

200

160

170

180

190

120

130

140

150

通

コ

ン

ク

リ
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ト

ρ

=

24

kN/m

2,760

2,700

2,640

2,580

2,520

2,470

2,420

2,380

2,340

2,850

2,000

2,810

2,930

2,890

2,780

2,660

2,710

3,050

3,010

2,290

2,450

3,100

2,840

2,870

2,970

2,900

2,690

3,220

2,500

3,020

3,270

3,130

3,180

2,950

3,390

2,980

3,060

3,090

3,250

2,690

2,810

3,290

3,340

2,790

3,130

3,060

3,160

3,200

3,090

2,910

4,900

4,670

4,260

3,770

4,080

3,920

4,450

2,970

3,630

3,500

2,570

4,430

3,850

1.4mm以下SGCC -Z12

1.6mmSGHC -Z12

1.4mm以下SGCC -Z27

1.6mmSGHC -Z27

軽

3

量

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ρ

=

20

kN/m
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（8）許容支圧荷重　　　　　　　：デッキリブ許容支圧荷重は右表の通りとする。

75

Z金物を使用する場合は、個々の検討により支保工の有無を判断下さい。

2

2

アークスポット溶接する。

意する。

置する。

KP-ES-T

製品長さ（ ～ ※ ｍ刻み）

J

デッキ受け（FB-6等）を設ける

K

800

800

800

800

KP-ES-T

800

800

800

800

KP-ES-T

コンクリート硬化後、

開口部

開口部例（箱抜きの場合）

鉄骨梁剛接部の納まり例

斜め梁の場合

＊KP-ES-T及びSFZについては、Z27の製品はありません。

（働き幅）

スパン）

フラットデッキ切断

落下防止金物

コンクリート止め

フラットデッキ

≧

≧

＊溝部換算スラブ厚さは、KP-ES-T 12mmです。

※改良等のため予告なく仕様を変更する場合がありますのでご了承下さい。

（7）エンドクローズ強度：デッキ端部の反力がエンドクローズ強度eＰaを

上回らないことを確認して下さい　Pe=W×L/２≦ePa

※ 「SFデッキ」又は同等する。施工においては、使用する製品の仕様、詳細に従うものとるする。
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ＦＡＢＢ－ＤＥＣＫ標準仕様書
● 設計・施工は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造

計算基準」・「各種合成構造設計指針」・「建築工事

標準仕様書（ＪＡＳＳ５・ＪＡＳＳ６）」およびファブデッキ

工法設計マニュアル・同施工マニュアルによる．

1-1
名称・寸法

3-1
鉄筋の継手
鉄筋の定着

§３．共通事項

1-2
断面形状

かぶり厚さ
3-2

（ファブ腰掛プレ－ト）

（別途工事、鉄骨業者）

（別途工事、鉄骨業者）

ＦＢ－６５×６

ＦＢ－６５×６

6
5

§４．仕口・継手の補助プレート

継手プレート
仕口プレート
4-1

50

開口補強筋を用いて設けることができる開口の大きさは、○

にあっては、開口に対する検討を行わなければならない。

前項より大きい開口を設ける場合は、あらかじめファブ○

デッキパネルの割付を行うと共に、開口部を有する床

スラブの設計、あるいは、開口部を小梁にて支持する

設計とする。

開口部内の鉄筋は、コンクリ－トの硬化後に切断除却する。○

ファブ鉄筋の縦筋をコンクリ－ト打設前、あるいは、○

コンクリ－ト硬化前に切断する場合は、切断する縦筋を、

ならない。

§５．床開口部の補強配筋

サポ－トする仮設梁等を用いて仮支持を行わなければ

開口部条件
5-1

補強配筋
5-2

Ａ　補強筋不要

Ｂ　縦筋１本　切断

Ｃ　縦筋２本　切断

Ｄ　縦筋４本　切断

○　普通コンクリ－ト　：　２０以上

○　軽量コンクリ－ト　：　２０以上

縦筋切断４本以内（約７０cm以内）横筋切断７本以内（上、

下筋数約７０cm以内）とする。床スラブの応力の大きい部分

横
筋

＠
２

０
０

＠
２

０
０

縦筋 ＠１５０ ＠１５０

Ａ

ｒ

Ｂ

ｒ

Ｃ

Ｄ

４
０

ｄ
≦

７
０

０
４

０
ｄ

ｒ＋
８

０
ｄ

ｒ＋
８

０
ｄ

４０ｄ ≦７００ ４０ｄ

縦筋（主筋）

Ｄ１３，Ｄ１０

ウェブ筋６φ，７φ横筋（配力筋）

Ｄ１０

横筋間隔（ＰＬ）＝２００ｍｍ
幅

（Ｗ
）最

大
２
２
５
０
ｍ

ｍ

縦
筋

間
隔

（Ｐ
Ｗ

）＝
１
５
０
ｍ

ｍ

かぶり厚さ

スラブ厚さ

かぶり厚さ

§１．名称と規格寸法

長さ（Ｌ）最大１００００ｍｍ（但しＤ１０タイプは９０００ｍｍ）

高さ（Ｈ）＝８０，９５，１１０， 高さ（Ｈ）

長さ方向の形状 幅方向の形状

トラス高さ（Ｈ） トラス高さ（Ｈ）

縦筋（主筋）縦筋（主筋）

ウェブ筋 横筋（配力筋）ウェブ筋 横筋（配力筋）

@20010037.5 @200 @200 @150 @150 @15025 @150

１２５，１４０，１５５mm

ファブ鉄筋に使用する縦筋および横筋はＪＩＳ　Ｇ　３１１２「鉄筋コンク

リ－ト用棒鋼」に定める熱間圧延棒鋼ＳＤ２９５Ａ、および同等以上の

ＪＩＳ規格棒鋼材料とする。

線とする。

2-1
使用材料

§２．一般事項

用棒鋼」に定めるＳＤ２９５ＡおよびＪＩＳ　Ｇ　３５５１「溶接金網」とする。

補足筋は同上ＳＤ２９５Ａを用いる。

ファブデッキパネルの型枠材料のうち、丸線スペ－サ－の材料および

型枠鋼板は「ファブデッキ工法スポット溶接規準」に定める、径４mmの

鉄線、および溶融亜鉛メッキ鋼板とする。

　ファブ鉄筋の材料

　ウェブ筋はＪＩＳ　Ｇ　３５５１「溶接金網」の材料の規定に適合する鉄

　継手に用いる定着筋・継手筋はＪＩＳ　Ｇ　３１１２「鉄筋コンクリ－ト

　ファブデッキパネル型枠材料

2-2
ファブ鉄筋
の構成・形状
および寸法

コンクリ－トは、普通コンクリ－トおよび１種軽量コンクリ－トでＦｃの下

限値は、１８Ｎ／mm２とする。スラブの厚さは、１２０mm以上とする。

　コンクリ－ト

※ 施工時荷重に対する安全性が確保され、且つ設計通り

の配筋がなされる場合に限り、設計監理者と協議のうえ

ファブ鉄筋の仕様を変更することができる。

縦筋
D13-@150

横筋
D10-@200

縦筋
D10-@150

縦筋
D10-@150

〔　備考　〕
〇：本規準に於ける組合せ。

高さ〔Ｈ〕

高さ〔Ｈ〕

高さ〔Ｈ〕
８０，９５

ウェブ筋

７φ

７φ

６φ

６φ

５φ

１１０，１２５
１４０，１５５

１１０，１２５
１４０，１５５

●

●

設計図書に記載なき場合は、本仕様書に従うものとする．

本仕様書における単位はすべてｍｍとする．

※ １．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さには含まない。

かかわらず柱及び梁の中心をこえてから折り曲げる。

２．スラブ筋の定着のための中間折り曲げにあっては表中の定着長さＬに

圧
縮
鉄
筋

引張鉄筋
(D10,D13)

端部下端
(D10)

中央上端
(D10)

35d

150mm

-----

40d

鉄筋部位・径 定着長さ（mm）

重ね継手の長さ (mm)

フックなし
ヘアピン継手直線方向

ヘアピン継手閉鎖方向

40d

25d

25d

25d

25d

長辺方向

1/4Lx+15d

中央部

Ly-(1/2Ｌx)+30d

固定端部a
1/4Lx+15d

支持端部b
1/4Lx+15d

固定端部a

短辺方向

1/4Lx+15d 1/4Lx+15d 1/4Lx+15d

中央部

1/2Lx+30d

中央部

1/2Lx+30d

1/4Lx+15d 1/4Lx+15d

支持端部a固定端部(トラス端部a)固定端部(トラス端部a) 固定端部(トラス中間部b) 固定端部(トラス中間部b)

40d

35d

35d

40d

35デッキ受け

35d

35d

40d

デッキ受け

40d

35d

35d

40d

デッキ受け

40d

35d

40d

35d

40d

デッキ受け

主筋方向 段差納り 配力筋方向 段差納り

40d40d 40d

連梁部スタッドはデッキ敷設後施工願います．

流し筋Ｄ１０

流し筋Ｄ１０

継手筋　Ｄ１０－＠１５０ 継手筋　Ｄ１０－＠１５０
（Ｄ１３－＠１５０ ※Ｄ１３タイプ） （Ｄ１３－＠１５０ ※Ｄ１３タイプ）

コンクリート止め
（t=1.2mm）

支承（FB）

主筋方向継手納り

Ｈ

１００ ３７．５
Ｌ

縦筋（下）

縦筋（上）

ウエブ筋

≒２００

2
0
～

3
0

または
捨型枠（溶融亜鉛メッキ鋼板t=0.4）

捨型枠（電気亜鉛メッキ鋼板t=0.4）

支承（FB）

配力筋方向継手納り

40d

継手筋　Ｄ１０－＠２００

（もしくはヘアピン@400）

40d

継手筋　Ｄ１０－＠２００流し筋Ｄ１０

（もしくはヘアピン@400）

40d

継手筋　Ｄ１０－＠２００

コンクリート止め

流し筋Ｄ１０

（もしくはヘアピン@400）

RR 40d40d

版厚符号
中央部 中央部

端部 ファブデッキ鉄筋

短辺方向 長辺方向

固定端部
支持端部a

トラス端部a トラス中間部b 支持端部b 固定端部a

スラブリスト

下端筋
補強筋

上端筋

ファブデッキ鉄筋 上のみ D10@200

下端筋
補強筋

上端筋

ファブデッキ鉄筋

下端筋
補強筋

上端筋

ファブデッキ鉄筋

上下 D10@150

H

H

H

D    x D10

D    x D10

D10 x D10

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-1

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第１工区)
滋賀県立高等専門学校

DSt1 150
--- --- --- ---

D10@600 D10@600 D10@600

20
1
5
0

95
35

D10@450 D10@450 D10@450 ---

※開口補強要領は、「S051 デッキスラブ断面表」による。

※段差部配筋要領は、「S051 デッキスラブ断面表」による。



床用鉄筋トラス捨て型枠工法標準図　その３ S010
縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-1

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第１工区)
滋賀県立高等専門学校

●タイプ・形状・材質

スラブ符号 位　置 備　考　欄

スラブ端部 スラブ中央

現　場　配　筋

配力筋

スラブ端部

補強主筋

下　端

上　端

主筋（短辺）方向

デッキタイプ

打増し厚

配力筋（長辺）方向

デッキ主筋

●スラブ仕様

D13@200

D10@100
C-1-5-80DSt1

150 D10@150

(LX0/2+2×15ｄ)  (LX0/4+15ｄ)  

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端

上　端

断　面　図

（捨型枠）
底板

上主筋＠200

400(働き幅)

：D10.D13

下主筋＠100(平均)

連結筋・定着筋 スラブ中央

デッキ受け

段
差

寸
法

ス
ラ

ブ
厚

デッキ受け

段
差

寸
法

ス
ラ

ブ
厚

●主筋方向 段差部納まり図（段差寸法≦60mm）

●配力筋方向 段差部納まり図（段差寸法≦60mm）

30

トラス高(h)

継手長(L1)

継手長(L1)

・軽量コンクリートの場合は上記の長さ+5ｄとする。

・上記は「建築工事標準仕様書　JASS5　鉄筋コンクリート工事(最新版)」に

準ずるもので有り、本物件の設計図書と異なる場合は本物件の仕様を優先する。

【注意】

21

18

24～36

45ｄ

40ｄ

35ｄ

重ね継手長さ

L1
鉄筋種類

SD295

コンクリート
設計基準強度

40ｄ

35ｄ

30ｄ

定着長さ

L2

上端・下端主筋

D13@200 D10@150

21

18

24～36

0,15

スラブ厚

コンクリート
設計基準強度

[鉄筋トラス付デッキ]

設計・施工標準仕様書　Ｓ造
一般社団法人

建築構造技術支援機構
SABTEC 評価１９－０６Ｒ２

●柱廻り、梁継手部（現場加工）

デッキ加工範囲

■端部を加工し、L型端部筋を現場溶接する。

■L型端部筋をデッキ受けに溶接固定する。

梁 幅

※かかり代30mm以上

デッキ受(鉄骨工事)
(FB-50×6以上)

5
0

30(デッキかかり代)

5
0

5
0

30(デッキかかり代)

梁 幅

梁
 
幅

50

※かかり代30mm以上

デッキ受(鉄骨工事)
(FB-50×6以上)

50

5
0

50

5
0

50

デッキ働き幅　400ｍｍ

デ
ッ
キ
長
さ
　
最
小
10
00
ｍ
ｍ
～
最
大
12
00
0ｍ

ｍ

JIS G 3532　SWM-Ｐ
ラチス筋：5φ.6φ

JIS G 3112 SD295
上端・下端主筋：D10.D13

底板：t=0.4～0.5mm 溶融亜鉛メッキ鋼板（捨型枠）
JIS G 3302 SGC400 (標準品Z08)

主
筋

方
向

配力筋方向

L2定着 L2定着

以上

(  /2)本以上

L
2
定

着
L
2
定

着

開口幅

切断する鉄筋
開口補強筋

(　/2)本以上

補助筋
1-D10

●開口補強例　開口幅≦600mm ●スリーブ　　　　●１つの開口とみなす

スラブ厚×2以上

スラブ厚×2以上

●あき重ね継手

5
0

開口幅

　本

L2定着

3φ未満

開口幅

(β/2)本以上

L2定着

(　/2)本以上

L
2
定

着

L
2
定

着

補助筋
1-D10

補助筋
1-D10

切断する鉄筋
開口補強筋

β
本

補助筋
1-D10

     開口補強例       連続する開口の補強例

　:主筋切断本数　β:配力筋切断本数 　:主筋切断本数　β:配力筋切断本数

(β/2)本

以上
(β/2)本

主
筋

方
向

配力筋方向

α α

α

α

α

α

α

●加工

●固定

・搬入は、当該現場の施工計画に従って行う。

②　敷き込み・加工・固定

③　現場配筋の設置 (鉄筋工事)

★　施工上の注意点

・荷揚げは、専用の吊り治具等を用いて4点吊りにて行う。

・柱廻りや梁継手部分の加工は現場にて行い、端部筋を切断した場合は

　アーク溶接にて付け直す事。

・割付図面に従い所定の位置に敷き込む事。

・S造の幅方向は梁に端部筋をアーク溶接固定。

・仮設時許容スパンを超える場合は、適切な位置に仮設サポートを行う事。

・開口部は大きさにより定められた開口補強を行う事。

　長手方向は必要に応じて溶接固定とする。　

①　搬入・荷揚・仮置

●施工手順

・上端連結筋は継手長さＬ1以上とする。

・上端配力筋は継手長さＬ1以上とする。

　その際ハゼ・トラストデッキを変形、破損させないよう注意する事。

・仮置きする際は、端部筋のかかり代を確認すると共に風散養生を

　十分に行い梱包及び副資材の落下を防止する。

　RC造・SRC造は躯体への呑み込み10mm以下、PC造は20mm以上とする。

　S造の梁へのかかり代は、30mm以上とする。

●敷き込み

●加工

●固定

・コンクリート打設前に鉄筋やラチス材を切断する場合は事前に開口部周辺を

・鉄筋やラチス材の切断は開口部を箱抜きしコンクリート硬化後に行う事。

■共通事項

・開口幅とは、鉄筋トラスに直交する寸法とする。

●標準的な開口補強要領（例）

・開口面から鉄筋までのコンクリートかぶり厚は30mm以上確保する事。

・開口部補強筋の定着長さは、開口面からL2以上とする事。

・開口部補強筋同士のあきは鉄筋の呼び名の1.5倍、粗骨材最大寸法の1.25倍

・RC造・SRC造は型枠の桟木に釘にて固定。

　支保工等で補強し、強度及び変形が無いかを確認し打設を行う事。

  25mmのうち最も大きい数値以上とする事。

・PC造は梁のあばら筋にかけたフック筋を端部筋に溶接固定。

・建設資材を仮置きする場合は必ず荷重を梁に持たせる事。

■開口部の補強

補強を行わない開口

・開口により主筋・配力筋の切断を行わず、かぶりを確保できる場合は補強の必要はない。

・開口により切断される鉄筋と同径・同量以上の鉄筋を開口部両側に均等に配筋する事。

・原則、補強梁を設ける事とし、実状の境界条件を考慮し個別対応にて補強筋の検討を行う。

連続する開口

開口幅が600mm以下の開口

開口幅が600mmを超える開口

・開口（スリーブ等）が連続に有り、空き間隔が3φ以上とれ無い場合、

　又はかぶりがとれ無い場合は一つの開口とみなし開口補強する。

・開口により主筋・配力筋の切断を行わず、かぶりを確保できる場合は補強の必要はない。

・開口により切断される鉄筋と同径・同量以上の鉄筋を開口部両側に均等に配筋する事。

(Z12,Z27も対応可)

５ １１０

D10@200

D13@200

D13@200

A-1型

デッキタイプ

C-1型

B-1型

5

5・6

Ｂ-1

製品記号例

D10@100(平均)

D13@100(平均)

D10@100(平均)

トラス高(h)

ラチス筋径（φ）

ラチス筋径（φ）mmトラス高(h)mm

h=70~180(通常)

h=70~180(通常)

h=65~130(通常)

5・6

上端主筋 下端主筋

L型鉄筋

　鉄筋同士の中心距離(※)が0.2L1かつ150mm以下で

梁幅L1 L1

@200

※

　あればあき重ね継手としてよい。

■上端主筋■上端連結筋

■上端主筋

■重ね継手の相互の鉄筋は密着させるのが原則であるが
　主筋の位置がずれ、主筋と連結筋を密着させるのが難しい場合

※

●標準納まり図

外端部定着長

■上端定着筋

30

■主筋方向

■上端配力筋

30

■配力筋方向

はね出し部の配筋仕様に
ついては設計監理者に

LX0/4+15ｄ 梁幅 LX0/4+15ｄ

■スラブ端部補強筋

30以上20

50

■固定方法
底板のかかり代は30mm以上とし、

【注意】

(配力筋)定着長(L2)

継手長(L1)

■上端定着筋

(主筋)定着長(L2)

■異方向

L型端部筋を20mm出し(標準)溶接固定(片側一カ所以上)とする。

継手長(L1)

納まり図は参考図とする。
【注意】

100以下

200以下

■上端配力筋

40

30

80 150

400タイプ

段
差

寸
法

ス
ラ

ブ
厚

●主筋方向 段差部納まり図（段差寸法＞60mm）

継手長(L1)

継手長(L1)

デッキ受け

スラブ厚×2以上

段
差

寸
法

ス
ラ

ブ
厚

●配力筋方向 段差部納まり図（段差寸法＞60mm）

スラブ厚×2以上

デッキ受け

L2

L2

継手長(L1)

L2

■ひび割れ防止筋
配力筋同径・同ピッチ

L2

・スタッド仕様が＠150、＠300の場合、主筋が@200の為デッキ連続支持部の

  スタッドピッチが守れない。その場合、設計監理者に確認の上施工を行う事。

確認の上、施工を行う事。

30

以上

底板掛り代
評定基準
標準設定

10mm以上
30mm以上

調整板

ハゼ付調整板も可能

※梁継手部でデッキが切断された場合連結筋を配筋する事

継手長(L1)継手長(L1)

■上端連結筋

■スラブ端部補強筋
(スラブ仕様により不要な場合あり） (スラブ仕様により不要な場合あり）

●連結筋・定着筋の重ね継手及び定着長さ

デッキ端部が山、又は谷終わりとならない場合は上端主筋までの長さの端部筋を取りつける

L型鉄筋形状
L型(9φ)

L型鉄筋形状
L型(9φ)

■補強端部筋取り付け

補助鉄筋：5φ.6φ

加工対応時端部筋
(柱廻り、梁継手部等）

通常時端部筋【特許取得済】

デッキタイプ

※開口補強要領は、「S051 デッキスラブ断面表」による。

※段差部配筋要領は、「S051 デッキスラブ断面表」による。
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